
JP 2020-2113 A 2020.1.9

10

(57)【要約】
【課題】
　水難溶性のイソプロピルメチルフェノールを含有し、経時的に析出することなく、保存
安定性に優れ、刺激感やきしみ感、並びにべたつきがなく、みずみずしい使用感を有する
透明組成物を提供すること。
【解決手段】
　イソプロピルメチルフェノール、エタノール、ポリオキシエチレンフィトステロール、
並びに１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール及びイソプレングリコール
からなる群より選ばれる１種又は２種以上の多価アルコールを含有することを特徴とする
透明組成物。
 
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）イソプロピルメチルフェノール
　（Ｂ）エタノール
　（Ｃ）ポリオキシエチレンフィトステロール
　（Ｄ）１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール及びイソプレングリコー
ルからなる群より選ばれる１種又は２種以上の多価アルコール
を含有することを特徴とする透明組成物。
【請求項２】
　上記成分（Ｃ）の平均ポリオキシエチレン付加モル数が２０～３０である請求項１記載
の透明組成物。
【請求項３】
　（Ｅ）コレステロールプルランを含有する請求項１又は２記載の透明組成物。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イソプロピルメチルフェノールを含有する透明組成物に関するものである。
より詳細にはイソプロピルメチルフェノールが経時的に析出することなく、保存安定性に
優れ、さらには、刺激感やきしみ感、並びにべたつきがなく、みずみずしい使用感を有す
る透明組成物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　イソプロピルメチルフェノールは、細菌の細胞膜や呼吸酵素に作用することで、殺菌作
用を示すことが知られている。イソプロピルメチルフェノールは、大腸菌、黄色ブドウ球
菌、アクネ菌等の細菌、並びにカンジダ菌やカビ等の真菌・酵母に幅広く作用することか
ら、一般的に消毒薬、口腔用洗浄剤、ニキビ用薬用化粧品、デオドラント剤等に使用され
ている。
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【０００３】
　しかしながら、イソプロピルメチルフェノールは水難溶性であるため、通常水系組成物
への配合が困難である。イソプロピルメチルフェノールを安定に配合するためには、イソ
プロピルメチルフェノールと相溶性の高いエタノールを多量に配合する必要があり、その
結果、刺激感やきしみ感を伴う等、使用感が著しく損なわれるという問題がある。
【０００４】
　この問題を解決するための具体的な試みとして、エタノールの含有量を抑えた背中用ニ
キビ予防薬を提供する方法（特許文献１）が開示されている。しかしながら、この方法で
はイソプロピルメチルフェノールの溶解が不十分であり、透明な組成物を得ることは困難
であった。
【０００５】
　また、別の試みとして、陰イオン性界面活性剤又は非イオン性界面活性剤とルチン配糖
体を組み合わせる方法（特許文献２）やメントール又はカンフルと２種類の界面活性剤を
組み合わせる方法（特許文献３）が開示されている。しかしながら、どちらの方法も保存
安定性が不十分で、経時的にイソプロピルメチルフェノールが析出するだけでなく、使用
感においてもべたつきが強い等、満足のいくものではなかった。
【０００６】
　そのため、イソプロピルメチルフェノールを安定に配合し、さらには、刺激感やきしみ
感、並びにべたつきがなく、使用感に優れた透明組成物を提供できる技術が求められてい
た。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第６３１１０４９号
【特許文献２】特開２０１０－２７００４５号公報
【特許文献３】特開２００６－１６０６０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みなされたもので、イソプロピルメチルフェノールを含有し、イ
ソプロピルメチルフェノールが経時的に析出することなく、保存安定性に優れ、さらには
、刺激感やきしみ感、並びにべたつきがなく、みずみずしい使用感を有する透明組成物を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者は、上記課題を解決するため鋭意研究を重ねた結果、（Ａ）イソプロピルメチ
ルフェノール、（Ｂ）エタノール、（Ｃ）ポリオキシエチレンフィトステロール、並びに
（Ｄ）１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール及びイソプレングリコール
からなる群より選ばれる１種又は２種以上の多価アルコールを組み合わせることで上記課
題を解決し得ることを見出し、本発明を完成させるに至った。
【発明の効果】
【００１０】
　即ち、本発明は、（Ａ）イソプロピルメチルフェノール、（Ｂ）エタノール、（Ｃ）ポ
リオキシエチレンフィトステロール、並びに（Ｄ）１，３－ブチレングリコール、ジプロ
ピレングリコール及びイソプレングリコールからなる群より選ばれる１種又は２種以上の
多価アルコールを組み合わせることにより、イソプロピルメチルフェノールが経時的に析
出することなく、保存安定性に優れ、さらには、エタノールや界面活性剤の含有量が抑え
られることで、使用感にも優れた透明組成物を提供することを可能とした。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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　本発明は、（Ａ）イソプロピルメチルフェノール、（Ｂ）エタノール、（Ｃ）ポリオキ
シエチレンフィトステロール、並びに（Ｄ）１，３－ブチレングリコール、ジプロピレン
グリコール及びイソプレングリコールからなる群より選ばれる１種又は２種以上の多価ア
ルコールを含有することを特徴とする透明組成物である。
【００１２】
　本発明における透明の定義については以下の通りとした。分光光度計ＵＶ－１６０Ａ（
島津製作所製）を用いて、可視領域の波長６５０ｎｍにおける光の透過率を厚さ１０ｍｍ
の石英セルで測定し、透過率が９５％以上のものを透明と定義した。ただし、ここでは水
の透過率を１００％と定義した。
【００１３】
　本発明における（Ａ）イソプロピルメチルフェノールは、特に限定されないが、例えば
、ビオゾール（大阪化成社製）等が挙げられる。（Ａ）イソプロピルメチルフェノールの
含有量は、特に限定されないが、０．００１～０．２重量％が好ましく、０．０５～０．
１重量％がより好ましい。０．００１重量％より少ない場合には、殺菌効果が得られない
場合があり、一方、０．２重量％を超えると、外観の透明性が失われる場合がある。
【００１４】
　本発明における（Ｂ）エタノールは、医薬品、医薬部外品、化粧品等で用いられている
ものであれば、特に限定されないが、例えば、発酵アルコール９５％１級（合同酒精社製
）、エタノール（健栄製薬社製）等が挙げられる。（Ｂ）エタノールの含有量は、特に限
定されないが、１．０～５．０重量％が好ましく、２．０～４．０重量％がより好ましい
。１．０重量％より少ない場合には、外観の透明性が失われる場合があり、一方、５．０
重量％を超えると、刺激感やきしみ感が伴い、使用感を損なう場合がある。
【００１５】
　本発明における（Ｃ）ポリオキシエチレンフィトステロールは、特に限定されないが、
ポリオキシエチレンの平均付加モル数が２０～３０であるポリオキシエチレンフィトステ
ロールが好ましい。
【００１６】
　（Ｃ）ポリオキシエチレンフィトステロールの市販品として、例えば、ＮＩＫＫＯＬ　
ＢＰＳ－２０（日本サーファクタント工業社製）、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＰＳ－３０（日本サ
ーファクタント工業社製）等が挙げられる。（Ｃ）ポリオキシエチレンフィトステロール
の含有量は、特に限定されないが、０．０１～０．５重量％が好ましく、０．０５～０．
２重量％がより好ましい。０．０１重量％より少ない場合には、外観の透明性が失われる
場合があり、一方、０．５重量％を超えると、べたつきが伴い、使用感を損なう場合があ
る。
【００１７】
　本発明における（Ｄ）多価アルコールのうち、１，３－ブチレングリコールは、医薬品
、医薬部外品、化粧品等で用いられているものであれば、特に限定されないが、例えば、
１．３－ブチレングリコール（ダイセル化学工業社製）、１，３　ＢＵＴＹＬＥＮＥ　Ｇ
ＬＹＣＯＬ（ＢＲＯＮＳＯＮ　ＡＮＤ　ＪＡＣＯＢＳ社製）等が挙げられる。
【００１８】
　本発明における（Ｄ）多価アルコールのうち、ジプロピレングリコールは、医薬品、医
薬部外品、化粧品等で用いられているものであれば、特に限定されないが、例えば、ジプ
ロピレングリコールＬｏ+（ダウ・ケミカル社製）、ＤＰＧ－ＦＣ（旭硝子社製）等が挙
げられる。
【００１９】
　本発明における（Ｄ）多価アルコールのうち、イソプレングリコールは、医薬品、医薬
部外品、化粧品等で用いられているものであれば、特に限定されないが、例えば、イソプ
レングリコール－Ｓ（クラレ社製）等が挙げられる。
【００２０】
　（Ｄ）多価アルコールの含有量は、特に限定されないが、３．０～２０．０重量％が好
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ましく、５．０～１５．０重量％がより好ましい。３．０重量％より少ない場合には、外
観の透明性が失われる場合があり、一方、２０．０重量％を超えると、べたつきが伴い、
使用感を損なう場合がある。
【００２１】
　本発明における透明組成物は、上記成分（Ａ）～（Ｄ）を必須成分とするが、成分（Ｅ
）として、コレステロールプルランを含有することが好ましい。
【００２２】
　本発明における（Ｅ）コレステロールプルランは、非イオン性の直鎖状多糖であるプル
ランに疎水基としてコレステロール基をウレタン結合で導入したものである。
【００２３】
　（Ｅ）コレステロールプルランの市販品として、例えば、Ｍｅｄｕｓｅｅｄｓ－Ｃ１（
日油社製）、Ｍｅｄｕｓｅｅｄｓ－ＣＰ（日油社製）等が挙げられる。（Ｅ）コレステロ
ールプルランの含有量は、特に限定されないが、０．００１～０．１重量％が好ましい。
０．００１重量％より少ない場合には、保存安定性や使用感の改善効果が得られない場合
があり、一方、０．１重量％を超えても、これ以上保存安定性や使用感の改善効果が得ら
れず、非経済的である。
【００２４】
　本発明の透明組成物は、上記必須成分の他に、本発明の効果を損なわない質的量的範囲
で、通常の医薬品、医薬部外品、化粧品等に用いられる成分を含有しても良い。例えば、
植物油、炭化水素油、エステル油、鉱物油等の油性成分、多価アルコール、高分子化合物
、界面活性剤、粉体、色材、動植物抽出液、ビタミン、紫外線吸収剤、防腐剤、酸化防止
剤、キレート剤、ｐＨ調整剤、香料、着色剤、美容成分等が挙げられ、上記成分から１種
又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００２５】
　本発明の透明組成物は、医薬品、医薬部外品、化粧品として使用可能である。また、そ
の用途は、化粧水、透明ジェル、美容液、ボディローション等が挙げられる。その性状は
、液状が好ましいが、水性増粘剤を添加して、粘性を付与した性状でも良い。さらに、そ
の使用方法は、手や指を用いて顔や体に塗布する方法、噴射剤とともに容器に充填し、エ
アロゾルとして塗布する方法、不織布に含浸させて使用する方法等が挙げられる。
【００２６】
　以下に、実施例を挙げて、本発明を更に詳細に説明する。尚、これらは本発明を何ら限
定するものではない。
【００２７】
　表１～５に示す透明組成物を以下に示す方法により調製した。
　（調製方法）
　界面活性剤を多価アルコールに加熱溶解する（ａ部）。エタノールにイソプロピルメチ
ルフェノール及びメチルパラベンを溶解した（ｂ部）後、ｂ部をａ部に添加して混合する
。水溶性成分を均一に溶解した（ｃ部）後、ｃ部をａ＋ｂ部に添加して攪拌することによ
り透明組成物が得られる。
【００２８】
　表１～５に示す処方より実施例と比較例をそれぞれ調製し、外観の透明性及び保存安定
性、使用感（刺激感・きしみ感のなさ、べたつきのなさ）について評価した。以下、表中
の数値は重量％を示す。
【００２９】
　（透明性評価方法）
　得られた組成物を、透明瓶に充填し、２０℃の恒温槽にて２４時間保管した後、透過率
測定及び目視観察を行い、下記の判断基準に従って評価した。
　○：透明かつ沈殿物が認められない。
　×：透明でない、又は沈殿物が認められる。
【００３０】
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　得られた組成物を、透明瓶に充填し、５℃及び４０℃の恒温槽にて保管し、３か月及び
６か月後の透過率測定及び目視観察を行い、以下の判断基準に従って判定した。
　◎：６か月間変化は無く、透明かつ沈殿物が認められない。
　○：３か月間変化は無いが、６か月後では透明でない、又は沈殿物が認められる。
　×：３か月後において透明でない、又は沈殿物が認められる。
【００３１】
　（使用感評価方法）
　（１）刺激感・きしみ感のなさ
　女性専門パネル（１０名）による使用試験を実施し、刺激感・きしみ感のなさについて
、下記の基準に従って評価した。
　◎：８名以上が、刺激感・きしみ感がないと判定した。
　○：５～７名が、刺激感・きしみ感がないと判定した。
　△：３～４名が、刺激感・きしみ感がないと判定した。
　×：刺激感・きしみ感がないと判定した人が２名以下。
　（２）べたつきのなさ
　女性専門パネル（１０名）による使用試験を実施し、べたつきのなさについて、下記の
基準に従って評価した。
　◎：８名以上が、べたつきがないと判定した。
　○：５～７名が、べたつきがないと判定した。
　△：３～４名が、べたつきがないと判定した。
　×：べたつきがないと判定した人が２名以下。
【００３２】
【表１】

【００３３】
　表１の結果より、各実施例に示したように成分（Ａ）～（Ｅ）を含有した組成物は、評
価した全ての項目において満足する結果が得られた。
【００３４】
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【表２】

 
【００３５】
　比較例１に示す透明組成物を以下に示す方法により調製した。
　（調製方法）
　ポリオキシエチレン（３０）フィトステロール、イソプロピルメチルフェノール及びメ
チルパラベンを１，３－ブチレングリコールに加熱溶解する（ａ＋ｂ部）。コレステロー
ルプルラン１％水溶液と精製水を混合した（ｃ部）後、ｃ部をａ＋ｂ部に添加して攪拌す
ることにより透明組成物が得られる。
【００３６】
　表２の結果より、各実施例に示したように（Ｂ）エタノールを含有した場合、評価した
全ての項目において満足する結果が得られた。特に、（Ｂ）エタノールを２．０～４．０
重量％含有した透明組成物（実施例６及び７）は、いずれも保存安定性に優れ、すべての
使用感評価においても格段に優れた結果が得られた。一方、（Ｂ）エタノールを含有しな
い場合（比較例１）、保存安定性において満足する結果が得られなかった。
【００３７】
【表３】

 
【００３８】
　表３の結果より、各実施例に示したように（Ｃ）ポリオキシエチレンフィトステロール
を含有した場合、評価した全ての項目において満足する結果が得られた。特に、（Ｃ）ポ
リオキシエチレン（３０）フィトステロールを０．０５～０．２重量％含有した透明組成
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物（実施例１０及び１１）及び（Ｃ）ポリオキシエチレン（２０）フィトステロールを０
．２重量％含有した透明組成物（実施例１３）は、いずれも保存安定性に優れ、すべての
使用感評価においても格段に優れた結果が得られた。一方、（Ｃ）ポリオキシエチレンフ
ィトステロールを含有しない場合、あるいは、（Ｃ）ポリオキシエチレンフィトステロー
ルの代わりにポリオキシエチレン（４０）硬化ヒマシ油、ラウリン酸スクロース、モノラ
ウリン酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン又はモノラウリン酸ポリグリセリルを用
いた場合（比較例２～８）、保存安定性又は使用感評価において満足する結果が得られな
かった。
【００３９】
【表４】

【００４０】
　表４の結果より、各実施例に示したように（Ｄ）１，３－ブチレングリコール、ジプロ
ピレングリコール及びイソプレングリコールからなる群より選ばれる１種又は２種以上の
多価アルコールを含有した場合、評価した全ての項目において満足する結果が得られた。
特に、成分（Ｄ）の多価アルコールを５．０～１５．０重量％含有した透明組成物（実施
例１７，１８及び実施例２０～２４）は、いずれも保存安定性に優れ、すべての使用感評
価においても格段に優れた結果が得られた。一方、成分（Ｄ）の多価アルコールを含有し
ない場合、あるいは、成分（Ｄ）の多価アルコールの代わりにプロピレングリコール又は
グリセリンを用いた場合（比較例９～１３）、透明な組成物を得られない又は保存安定性
において満足する結果が得られなかった。
【００４１】

【表５】

 
【００４２】
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　表５の結果より、（Ｅ）コレステロールプルランを０．００１～０．１重量％含有した
透明組成物（実施例２６及び２７）は、いずれも保存安定性に優れ、すべての使用感評価
においても格段に優れた結果が得られた。また、（Ｅ）コレステロールプルランを含有し
た組成物は、（Ｅ）コレステロールプルランを含有しない組成物、あるいは、（Ｅ）コレ
ステロールプルランの代わりに２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン・メタ
クリル酸ブチル共重合体、プルラン又はキサンタンガムを含有した組成物（実施例２５及
び実施例２８～３０）と比較して、保存安定性や使用感評価において優れた結果が得られ
た。
【００４３】
　以下に、本発明のその他の実施例を示す。尚、これら全ての実施例においても、外観の
透明性、５℃及び４０℃での保存安定性、全ての使用感評価項目において優れた結果であ
り、本発明効果が得られた。
【００４４】
　（実施例３１）　化粧水　ｐＨ６．０
　含有成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含有量（重量％）
　（１）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　余
　（２）グリチルリチン酸ジカリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　（３）ヒアルロン酸Ｎａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１
　（４）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　（５）クエン酸Ｎａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　（６）ＥＤＴＡ－２Ｎａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　（７）硫酸カリウムアルミニウム・１２水　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
　（８）コレステロールプルラン１％水溶液※５　　　　　　　　　　　　　０．１
　（９）イソプレングリコール※１４　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
（１０）グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（１１）ＰＥＧ－６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１２）ＰＥＧ－３２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１３）ポリオキシエチレン（３０）フィトステロール※１　　　　　　　　０．１
（１４）イソプロピルメチルフェノール※３　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
（１５）エタノール※４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（１６）エチルヘキシルグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１７）メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１８）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
　（調製方法）
　（２）～（８）を（１）に溶解する。（９）～（１３）を約８０℃で加熱溶解した後、
（１４）～（１８）と混合させる。（１）～（８）を（９）～（１８）に添加し、攪拌し
て透明な化粧水を得た。
【００４５】
　（実施例３２）　美容液　ｐＨ７．０
　含有成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含有量（重量％）
　（１）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　余
　（２）カルボマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
　（３）ＡＭＰＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　（４）トリポリリン酸Ｎａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　（５）感光素４０１号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１
　（６）アラントイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
　（７）コレステロールプルラン１％水溶液※５　　　　　　　　　　　　　０．１
　（８）１．３－ブチレングリコール※２　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
　（９）ジプロピレングリコール※１３　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（１０）メチルグルセス－２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
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（１１）ＰＥＧ／ＰＰＧ／ポリブチレングリコール－８／５／３グリセリン　１．０
（１２）ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１３）ポリオキシエチレン（２０）フィトステロール※７　　　　　　　　０．２
（１４）イソプロピルメチルフェノール※３　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１５）エタノール※４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０
（１５）エチルヘキシルグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１６）フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１７）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
　（調製方法）
　（２）～（７）を（１）に溶解する。（８）～（１３）を約８０℃で加熱溶解した後、
（１４）～（１７）と混合させる。（１）～（７）を（８）～（１７）に添加し、攪拌し
て透明な美容液を得た。
【００４６】
　※１：ＮＩＫＫＯＬ　ＢＰＳ－３０：日本サーファクタント工業社製
　※２：１．３－ブチレングリコール：ダイセル化学工業社製
　※３：ビオゾール：大阪化成社製
　※４：発酵アルコール９５％１級：合同酒精社製
　※５：Ｍｅｄｕｓｅｅｄｓ－Ｃ１：日油社製
　※６：ＮＩＫＫＯＬ　ＢＰＳ－１０：日本サーファクタント工業社製
　※７：ＮＩＫＫＯＬ　ＢＰＳ－２０：日本サーファクタント工業社製
　※８：ＮＩＫＫＯＬ　ＢＰＳ－５０：日本サーファクタント工業社製
　※９：ＮＩＫＫＯＬ　ＨＣＯ－４０：日本サーファクタント工業社製
　※１０：ＤＫエステル　Ｓ－Ｌ１８Ａ：第一工業製薬社製
　※１１：ＴＷＥＥＮ ２０：クローダジャパン社製
　※１２：ＮＩＫＫＯＬ ＤＥＣＡＧＬＹＮ １－Ｌ：日本サーファクタント工業社製
　※１３：ジプロピレングリコールＬｏ+：ダウ・ケミカル社製
　※１４：イソプレングリコール－Ｓ：クラレ社製
　※１５：日本薬局方プロピレングリコール：ＡＤＥＫＡ社製
　※１６：グリセリン　ＲＧ・コ・Ｐ：日油社製
　※１７：Ｌｉｐｉｄｕｒｅ－ＰＭＢ（Ｐｈ１０）－１Ｍ：日油社製
　※１８：化粧品用プルラン：林原社製
　※１９：エコーガムＴ：ＤＳＰ五協フード＆ケミカル社製
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明は、（Ａ）イソプロピルメチルフェノール、（Ｂ）エタノール、（Ｃ）ポリオキ
シエチレンフィトステロール、並びに（Ｄ）１，３－ブチレングリコール、ジプロピレン
グリコール及びイソプレングリコールからなる群より選ばれる１種又は２種以上の多価ア
ルコールを組み合わせることにより、イソプロピルメチルフェノールが経時的に析出する
ことなく、保存安定性に優れ、さらには、使用感にも優れた透明組成物を提供することを
可能とした。
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